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つかのづ′じ一つ・に分類 し、各ゲ′L― ワ0:Q47ゐ イン合へ史

`〒

時間 :Qあ わ■み こひ:7

て、千力 とこった千`均)合合史行時間であゐ。その査みこして、フ0グ1ラ
ムが平均

的にむの薇有肇霧イン今とよく使 う0こ ヽヽウ性質の戒!)定結果が晨 nこ れても〕わ。 し0｀

しヽ-1■ に、名ごン等イin ttLttL:3洛 フログラムの業国願ゃ個畔象 樹箸機 の摯1用 ■多無 尺

∫a)1■ ●るこ考んられわotの 」異し奪りちの程えがあユリ人ヨいと、この Jう 徹

れ叔植 tt t]イ台ねがお
`■

句いこ 1`′
:フ ここ

`Q奪
え、 ■城々t3、 この点 とタタ少ヽこ0明 らか

it■ あためく、夕|た硼LG■ so n mょ るr事 たんす†鉾樹Iの 合全束石埼悶 ltつ :7わ 査り
のノヾ―セLテ ーじ`め`・・史眸、のつ・n勺゛

うムこむのイ立のノヾう フ`代がおろひ等 &胡ヾろミ
こにとた。

玖Vこ つ・Bつい
うム の牲:質 の 1っ ことて、中̀央 知r里装置こ違兼■とてイinす ゐ1時間

あわいl■ 。その間 ′Q実行ηわ今合 a敗 でヽ舜J■
=颯

ゐつ°0つ 1`う
ムの Cρυイtゆ 特性があ

ろ .夕γ隻 つ00ゲ つ ミ ニ リ
。`
シ ス テ ム lQお 呵 ゐ 性 能 と 向 上 こ tろ た め の な えJQ.■ 力的

4月、管デ■こ tて 、ダイ すヾッつ 。デイスペッ十〕ザ溶
=ヽ

が実二えご虫て ヽヽる。 これ
!ミ t■ 、 CPuィ史用時間 lこ うこづ` tヽ てスクジュー・)ニ ゲ こ行そう Has P13去 奪どがある。
〔■〕 HasP'ム で17、 工/ο 時間 1蔭潮品ttつ ttて 、そのギリうが劇`l‖ ジ

｀
ョブ′3ど｀ 慮

｀ヽイ民飛」リミ建が与んられら。 これ らのここと考えるこ、 CPaイin特牲ほ。このよ

うなたタジュー・IL′〕・・のまむ幹にたこケ影理 こ与んゐ :3でいでヽぁる。で句ゎち。 この
ようなス勺 ジューリニつ

い
方式い3。 .各 フ00勺 ラ゙ム各の CPじ イ■月R饗 4ヽ社が 、あ つ°0000

うム内で:3じ u略69安 定で。ひっ 予測 可能で あろが
｀
もつ°ログうム閤 で!]太 t句 ′ヾう

｀`

'式

0ヾ ああ場を抽t、 十分効果があるこ発 んられる。 このため 。 CPUイ襲n特性の
曳覇ヒん`

゛
督 ユれるo箱d喬 久らは、この CP Uイ史用僣性 とイ0ぞ 泉特鑢 であろこ考ん

工/ο 書戴特性 がつイつ"|し分作で二Lイ人これ力可1こ′にが高 lヽ こイR仏 して 1ヽろ 。 〔2]
4t41■ 、 この 工わ 書素 争寺α■へよ リダイブヾ 0ヽ,つ 竹↑生質 こ調 ITろ 尺 x́央 強 と行 う

0こ こlQ t尺"

受Ht、 イ及燿記′腱:、

主入■ムでは、フ°nゲうムの合食やデータのアドし入参照 lミ 関
第20回 プログラミング

シ ンポ ジ ウム 1979。 1180
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のものこ、長ぃ 工ヽ/0書 桑問T吊 めものの2つ :Q大 8′lユ れていろ。これらの フ・ログラ
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また。日2に経」旺時間 it打■ら 工わ合食の今命 をテ、しスゝ ごの口で17.長 ιl工″
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本 PDF ファイルは 1979 年発行の「第 20回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


